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計方法論構成をめざす統計学者の一回がフラ Y クフルト・ア y ・マインのゲー
テ大学に形成された。これをフランクフノレト学派統計学といい，第一次大戦後
のドイツ社会統計学(後期ドイツ社会統計学〉を代表する。この学派の統計理



















































また，この数理派の高揚ほ，長〈ドイツ社会統計学の拠点とじで G.v. -"7" 







戦前すでに7/'ダーソ γ (1887ー 1960年〕はW レキシス， A， A チュプ
ロフ， L， v. ポノレトキヴィッチに続く大陸派数理統計学の理論家として知ら
れていた"。 ベテノレプノレグのポリテクニーグでチュプロフに学んだアンダーソ。W.Hufner， Funfzig Jahre Deutsche Stattstische GeseUschaft (1911-1961)， All. St. Ar.， 
Bd. 45. 1961， S.110 
2). O. Anderson， Ausgewahlte Schriften， Bd. 1， 1963. S. x.vi. 0 アンダー ソンの他に， この
ミュンヘン学派に属する論者には.H.ケレヲ ， sサゴロヲ， H シュトレッカ ，W ヴェツ
ツェル，などがいる。さらに， G ティントナー ， H ウォルトら白計量経済学者もミ品ンヘン学
派と極めて緊宿な関前三あった。
























4) O. -Anderson， Die Korrelatio71srecknung in der Konj捌 kturforschung，1929. (これは笹に前
掲の， O. Anderson， Ausgeω'ahlte Schriften， Bd. 1， 1963， 5S. 166-301に収録されているL
5) Q. Anderson， Einfuhrung in die慨athematischeStatistik， 1935 
6) P. Flaskamper (mit M. Hecht)， Becleutung und Grenzen der Mathernatik in der Statistik. 
Bulle的 de1'1nstitut 1鴨川ationalde Statistique. Tome 30， 1940， S.289ただ，同ビ数理統
計学者の中でも，例えば， W ウインクラー などに対するのとは遣い， アシダ ソンが組験的経
済研究への数理的手法の毎批判的な導入には注意を払ってLる点 大陸派数理統計学の健全さ
に好意的な評価を示してはいる。
7) W. Hufner， a. a. 0.， S. 110 























8) O. Boustedt， Rundschau; Die 24. Jahresversammlung' der Deutscher】 StatistischenGesel-
lschaft. AIl. $t. Ar.. Bd. 37， 1953. S. 315. 
9) O. Anderson， Moderne Methoden cler i!tatistischen Ka出品fp:rsch叩 gin den Sozialwis 
sen5chaften~ All. St. Ar.， Bd. 37， ，1953. 55. 289-300. (以下，文中での引用では， Mp.thoden 



























10) 以下，たびた刊でて〈る， iストカスティー グJ(Stoch田 tik)，あるいは「ストカスティヅシュ」
とは， ドイツ語圏の統計学において確率論を基調にした統計方法，およびそれと関連した問題を
さす場合に用いられる。もともとJベルヌ イが使い(j.Bernoulli，Ars Conje:ctandi，1713)，今
世紀に入ってボルトキヴィシチが再び眼用L充用語である (L.v. Bortkiewicz. Die Iterationen， 
1917)0 






















































問題は ζのζ とをて ζにしてアンダーソンはλ トカ λ ティークとは成立基盤
を異にした社会統計方法論の構成を現実に手掛けるのか，ということになろう。
フランクフルト学町C統計学と数理統計学 (455) 27 
もちろんそうではない。あくまでスJカλ ティークを普遍的な統計方法とみる














12) こりことは， この直後に白されたアンダーソンの戦後四主要著作でああ O.Anderson， Pro 











P. Flaskamper. Bedeutung u. Grenzen， a.a. 0.， S.293. Mathematische und nichtmathe 
matische Statistik. Die Statistik in Deu出chland叩 chihrem heutigen St叩 d，hrsg. v∞ F_ 
Burgdorfer， Bd. 1， 1940， S. 40 また，三元論については， P. Flaskamper， Die Statistik und 
das Gesetz der 即時enZahlen， Al. St. Ar.， Bd. 16. 1927， S. 511 を毒照のこL この二つの
方法基準がフラスケンパー統計理論にもつ意義，果たす役割については，有国正三『社会統計学
研究 ドイツ札会統言l学分析-~昭和国年，第二鮪第 2. 3寧，を参問。さらに，拙稿「現代フ
ラングフルト学派統計学D形成 フラスケンパ の原則 Jr人文~ (京都大学教養部〉第32集
昭和61年3月』をもみられたい。








































































































































めざ.，ウインクラー S. 三ラー(ウィ一月パーデン)， H. ケレヲー(ベノレ
14) 以上の仮説検定法の方法論的性賀についての検討には， O. Morrison and R. Henkel (ed.). 
The Sigrujicance T.est Contro'Oersy， 1970内海庫一郎・#轟混一回木村和範訳『統計的検定は
有効かー 有意注検定論争ー 』昭和55年。また，高崎禎夫・長屋政勝調書『統計的方法の生成と展
開』昭和57年，とくに第3，4車を参照されたい。



















方法論を普遍的方法論とみなす「統計方法一元論J (回目回目cherMethoden . 





15) このハルトヴ fッグわコメント，およびそれに対する数理慌白反論は. O. B。国tedt.Runds-























































理に高ゐる (w.Winkler， Statistik， 1915. Gruπdriss品T品atistik，1. Theoretische Statistik， 
1931 )~ 
17) ピェネメ=チェピ γェフの不等式では，確率変数 X(いまの例では白球の暫〉が期待値μから
分布の標準偏差eりs倍以上ずれないことに対する確率が抗白ように規定される。
P，{I X-pl 孟， .σ} 豆l/t~
この不等式は分ィ借り標準偏差のもつ意識を明らかにしつつ，いかなる形U確率分命にも妥当する.





































ラーは，ハノレトずィックには7'/ダーソン報告に対する誤解があるとし， 7 '/ 
ダーソンは数理統計と社会統計の分割線をそれほど深いものと考え ζいたわけ
ではないし，また「ノリレトグィック博士は氏の懐疑的なコメントをあまりにも













19) A. Blind， Probleme und Eigentumlichkeiten sozialstatistischer Erkenntnis， Al. S;ι Ar.， 
Bd. 37， 1953， SS. 301-13. [以下，文中で0引用では， Probleme と暗記する〕足利末男編訳
『現代社会統計学』昭和42年， 61 剖ベー シ。この報告は， i社会統計学の独立性を展望しつつス
トカスティッシュな側面を就中，斯学における確率論的手続白意義をとり扱う点はフランクフル
ト学派の理論的前進として興味深い I(有国正三「社会統計的認識の問題と特質ー プリント教授
























はゲ テ大学で F ジージェックとフラスケンハーに学び. wスイスにおける家内覧働Jl (Die 
Heimarbeit in der Schwe日， 1929) で学位を取得ω1935年以降，ザ ルプリュッケン市と
ザールランドでの統計実務に従事，かっ州白大蔵大臣を務め，かたわら，ハイデルベルク大学，
ザールランド大学の教壇に立つo 1952年ず ルラン!大学教授。 1957年から1972年まで，フラス
ケンハ り桂を継いでケゐ テ大学の統計学セミナーを主宰する。H.Grohmann， Adolf Blind 






根論幾J (j滋賀大学〉第181号，昭和51年11月。 さらに， 内海庫一郎「フランクフルト学事~統計
学D略図〈続)J W経済学研究~ (北畠道大学〕第四者第2号，昭和54年5月，がある。




















































21) フヲスケンパー 以降，フヲングフルト学旅は一般的原因趨合白構岡が成立し，ストカスティー ク
の適応されうる集団を， i真のムあるいは「本来的な」集団とし，それに対L社会的劇団が異質
な部分集団の混合であるため，大教法則，そしてストカスティー クの成立が原理的に困難になる
という見解をとる。 P.Flaskamper， Die Statistik und das Gesetz der grosen Zahlen， a ια， 
S.508 





















































Der Anwendungsbereich der logarithmischen KUIve .io der S阻tistik.Al1. St. Ar.， Bd. 33， 
1949. Das harmonische Mittel 1n der Statistik， All. St. Ar.， Bd. 36， 1952. Die sachlogische 
Bedeutung des geometrischen Mlttel in der sozialwi羽田schaftlich印印刷stik，Annales 
Un白ersitatisSaraviensis. Vol. 3. 1953. Die 2W!ammenfassende Kennzeichnung VQIl Hau五g-
kei凶verteilungauf Grund quantitativer Merkmale in der sozialwissenschaftlichen S比au鉱ik，
All. St. Ar.， Bd. 46， 1962 
























てはならない CProlebme.S. 312.)。 プリント報告はこりように結論する。
